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シェル法』 (Etablissement de La Rochelle､つまり『ルーアン法』)の模倣はいくつかの














































































































に関する証書』 (La charte des malfaiteurs)が｢バヨンヌの参事会および全共同体の誓約
にもとづいて｣出された｡そして15年あるいは20年後に､バヨンヌの船員組合の文書に
｢都市の幹部たち｣ (proceres civitatis)が持っている印璽が押されている｡彼らの印璽は
｢彼らのコミューンの印璽｣ (sigillum suae commu.ne)と呼ばれているものである｡ 12世
紀中頃には､首長についての言及がある｡しかし､この用語はけっして都市の役職者を意
味するものではない｡ともかく､ジョン欠地王は1215年にイギリスの諸侯たちと戦争し
ていたとき､バヨンヌの人々にコミューンと『ラ･ロッシェル法』 (Les Etablissements de
la Rochelle)つまりルーアン法を与えた｡ただしその際に､ジョンがラ･ロッシェルにお
いて持っていたと同様にバヨンヌにおいて持っていたにちがいない｢奉行職､慣習法､免
除権｣を留保した｡このとき以降､われわれはこの都市のコミューン的性格に関する明瞭
な史料を持っている｡市民権を獲得するためには､コミューンに対して誓約をおこなわね
ばならなかった｡住民の連帯はフランス北部での諸証書におけると同様に厳粛に確認され
る｡ ｢すべての隣人は､すべての外部者に対して､隣人を助けるであろうし､助けねばな
らない｣｡コミューン成員が隣人を外部者によって害されたとき､その外部者を傷つけあ
るいは殺すことになるが､その場合､コミューンはその(コミューン成員の)保護者とな
るべきであった｡
このコミューン承認は､もともと騒乱の絶えないこの都市に､新たな紛争の種を投げ込
んだにすぎなかった｡二つの党派が形成され､彼らは役職や権力をめぐって争った｡マテイ
ウ･ド･パリによると､一方の党派は｢都市の下層民｣ (plebeii civitatis)すなわち船頭
や職人たちを基盤としており､イギリス人による不安定な支配の維持を助けていた｡とも
あれ､プランタジネット朝の無気力の結果､この都市はレスター伯がガスコ-ニュにおけ
る王の代理官に任命されてくるまで､党派間の襲撃や暗殺で混乱し､血で血を洗う状態だっ
たのである｡有力家門はコミューン誓約など無祝して｢兄弟団｣ (コンフレリ)に結合し
ており､その家の子郎党ども(maismes)は略奪をこととしていた｡ 1228年､代官セネシャ
ルであるアンリ･ド･トウペルヴイルはイギリス王ヘンリー三世に､もし王がこの事態に
適切に対処しなければ､バヨンヌには王の支配がまったくおよばないことになるだろうと
警告している｡混乱は頂点に達していた｡兄弟国に結集した一派は政敵の大部分を放逐し､
イギリス王を領主と認めることを拒んでいた｡王ヘンリー三世､あるいはむしろ､ヘンリー
が成年に達するまでの間統治を担っていた法官ユベール･ド･ブール(ヒュ-バート･オ
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ヴ･バーグ)は(1228年) 6月25日に､ ｢親愛にして忠実なる者たち(すなわち)バヨン
ヌの首長､宣誓幹部たち､そしてコミューン｣に書状を送り､革命的兄弟団を破鼓し､彼
らが追放した者たちを復帰させるように促した｡ 1243年､王ヘンリー三世はバヨンヌに
ルーアンの｢百人同輩衆｣制を導入した｡すなわち､市政の頂点に百人の世話役たちの団
体をおいて､それを都市統治のよりどころとするつもりだったのである｡しかし､暴力沙
汰･殺人･略奪は止まなかった｡
エネルギッシュだったシモン･ド･モンフォールは｢騎士たちや人々の大いなる支持の
もとに｣反イギリス派の逮捕を断行して､しばらくの間反徒たちを鎮圧し､彼の意のまま
になる首長を専権的に任命した｡この首長は同時に王の奉行でもあった(1251年)｡しか
し､シモン･ド･モンフォールは､次の年に､職務から離れた｡そのため､王ヘンリー三
世は､ 1254年9月29日付けの書簡によって､あらためてバヨンヌの人々に好していかな
る兄弟団･盟約の結成や武力による企ても禁じねばならなかった.彼は有力家門の者に誠
実宣誓を強要した｡この宣誓は240人の市民によって｢王太子でありガスコ一二ュの領主｣
である彼の息子エドワードに対して行われた(1254年11月)｡エドワード(実際は彼の
顧問官たち)は､シモン･ド･モンフォールによって導入された抑圧的体制を継続し､さ
らにボルドーの人々にも押しつけようと試みていた｡まず､彼は首長に外部者を選任した｡
そして､ 1260年以降には､首長職は比較的忠実な三家系すなわちダルデイ(ス)家､メ
ス家､ヴイエイユ家の間でたらい回しにされた｡しかし､この間に､イギリスは内乱状態
で荒廃し､ (父王を補佐していた)王太子(のちのエドワード一世)が聖地へ赴いて長期
間不在となったことなどから､この都市の反イギリス勢力の策動を許すこととなり､首長
選任が従来どおり実施できなくなった｡ 14世紀､そしてとくにその末期､王リチャード
二世の治世には､市民たちは何度も首長職候補者を推薦する権利を否定された｡ 15世紀
には､首長職は一種の王の官職となった｡
【ダックス】ダックスの歴史に関しては､相互に関連づけるのが牡しい断片的事実しか
知られていない｡この都市は中世の非常に早い時期にコミューンを形成したと考えられて
いた｡ 1219年と1224年には､市参事会が存在した痕跡がある｡明らかに自分たちの長を
選ばざるを得ない状況になって,グックスの人々は1230年頃に､ ｢彼ら自身のイニシアテイ
ヴで｣､イギリス王の｢同意なしに｣ 1人の首長をたてた｡事実､王ヘンリー三世は1230
年8月12日に､彼らに次のように書き送っている｡ ｢汝らはこれまで首長を持っていなかっ
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たにもかかわらず､このたびは余の威厳を傷つけ､かつ､この都市の利益に反して､汝ら
のなかかから首長を選出した｣と｡そして､王ヘンリー三世は彼らに首長を持つことを禁
じている｡それはちょうど王ヘンリーがフランスに遠征したとききのことであった｡彼は
勝利を期していたのだが､敗れた｡そして､彼は1242年に再び(フランスでの)戦いに
敗れた｡そこで､彼は1243年にグックスの世話役たち(prud'hommes)に対して､彼ら
が1人の首長と20人の宣誓幹部を持つ権利を与えた｡ 20人の宣誓幹部たちは1年の任期
を終えると､次の新たな宣誓幹部を選び､代官セネシャルに3人の首長職候補者を推薦し
なければならなかった｡しかし､ダックスでも､与えられたこれらの諸特権は､首長職を
正規の手続きなしに独占しようとする諸家門間の血みどろの争いの的になった｡ 1255年､
1272年､ 1278年の史料がそのことを語っている｡王エドワード一世が何度も首長職を纏っ
た｡ダックスの人々は王エドワードにあまり忠誠心を示さなかった｡ 1294年に(フラン
スの)端麗王フィリップがギュイエンヌの一部を占領したとき､彼らは進んでフランスの
支配を受け入れた｡グックスの諸特権は確認され､彼らの経済的諸特権も加増された｡イ
ギリス人たちがこの都市を何度も奪還したが､首長職はそのたびにおさえられた｡百年戦
争が終わるころには､グックスは貧しく､人口も減少してしまっていた｡フランス王シャ
ルル七世はこの都市を容易に服従させることができたのである｡
【サン･テミリオン】サン-テミリオンでは､選挙制の首長職は､明らかに内部闘争を
理由に､ 1281年から1312年までの間､停止された｡王エドワード二世は｢良きぶどう酒｣
50樽の献納と引き替えに､住民たちに首長職を返還した｡これこそ住民たちがその争い
を許してもらう方法だったのである｡百年戦争後も､サン-テミリオンの組織は存続した｡
フランス王シャルル七世はギュイエンヌとガスコ一二ュをイギリスから取り戻したとき､
この地域の諸都市一般に諸特権を確認した｡
【オレロン島】オレロン島は､おそらく12世紀のはじめには､コミューンを形成して
いた｡コミューンは島全体を包摂していた｡このコミューンが長期にわたって存続したの
かどうかについては検討の余地がある｡ 13世紀､ 14世紀の史料では､首長､世話役
(probi homines)､コムニタスが言及されているだけである｡そして,このコムニタスと
いう言葉は必ずしもコムニアと同じというわけではないのだ｡しかし､ 『ルーアン法』の
フランス語訳の写本がある｡それは1344年の日付をもち､オレロン島から出たものであ
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る｡これは少なくともオレロン島の住民が政治的関心をもっていたことを示すものと思わ
れる｡
【ブール】ルーアン型の組織形態(提示された複数候補者のなかかから君主が1人の首
長を選任するという形で､最終的選任権が君主に委ねられる｡つまり､市民層には候補者
の提示という形で首長選任-の関与を認めると同時に､君主にも最終選任権という形で関
与を認めるものであった)は､ 13世紀の後半になってもなお魅力をもっていたようであ
る｡ルーアン型のコミューン証書が1261年にドルド一二ュ川沿いのブールの住民に与え
られている｡ただ､この場合､王太子エドワードはボルドーの制度から影響を受けてすで
に形成されていた諸制度を正式に認めたにすぎなかった｡ブールのコミューンは､驚くほ
どの長寿を保った｡ 1668年になってもまだ､市民たちはその都市および郊外地区(バン
リュウ)において､刑事裁判権と政治的裁判権を有していたのである｡
【リプルヌ】ブールよりもさらに数年遅れた1270年､リプルヌにコミューンが承認さ
れた｡それはこの建設都市(バスティード)が､ロジャー･オブ･レイバーン(イギリス
王エドワードの代理)によって建設されたばかりのことであった｡王エドワード一世は､
この新しいコミューンが直ちに自由を手にするのを許さなかった｡エドワードは何年かの
間､首長職を握り､行政を1人のイギリス人に委ねた｡このイギリス人は史料では｢都市
の監督者｣ (custos villae)といわれている｡エドワードは1289年にリプルヌの人々に首
長を選出することを認めた｡リプルヌの人々はそれ以降､この選挙制の首長職を維持した
ようであり､フランス王シャルル七世から､この権利を記した証書の確認を得た｡
【プレ】プレは長い間､領主支配下の都市であった｡この都市は､ 13世紀末に､領主
支配からの解放を試み､ 1人の首長と若干の宣誓幹部を持つにいたったが､長くはつづか
なかった｡この都市に都市的組織､すなわち､選挙制の首長職と宣誓幹部､そしてリプル
ヌ､ブール､サン-テミリオンにおけると同様の諸特権を与えたのは､王ルイ十一世
(1461-1483)であった｡じっさいには､彼に対する忠誠が確実な寡頭支配層にこの都市
を委ねたのだった｡このルーアン型の都市制度は､王ルイ十一世にとって､支配を隠蔽す
る手段でしかなかったのである｡
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イギリス領アキテ-ヌでフランス王フィリップ･オーギュストによって征服されず､多
かれ少なかれボルドーと大西洋に隣接していた地域において､諸制度が北フランスのコミュー
ンのそれに近似したコミューンが存在したが､それらがたどった歴史的帰趨は以上のよう
なものであった｡イギリス王は13世紀にはこの地方におけるきわめて強力な支配者であっ
た｡したがってこの地方におけるコミューンの形成と発展は､王の好意とコミューンに支
配の支柱を兄いだそうという望み､そしてさらに､王権そのものの力を奪い去った本国に
おける政治的危機によってしか説明することはできない｡これらのコミューンにとって自
立していた期間は短かった｡北フランスのコミューンよりも早い速度で､内部抗争がコミュー
ンの王への従属に帰着していった｡首長職･宣誓幹部といった諸制度は､市民に自治的統
治を可能にするはずなのだが､まさにこれらの諸制度そのものが市民たちから自治的統治
を奪う格好の手段となった｡イギリス王は､首長職をおさえ､それを外部者に委ね､また､
宣誓幹部職を少数家門の者に限定した｡そして王はこの者たちを従順な特権者に変容させ
たのである｡
われわれは､カペ一朝支配下のコミューンが､どのようにしてアキチ-ヌのコミューン
と類似の､しかし､より複雑な過程を-て､さらに､非常に多様な様相を里しながら､消
滅し､あるいは､その本来の性格を失ってゆくかをみることにしよう｡　　(つづく)
(訳注1)中世パリにはコミューンは発生しなかった｡
(訳注2)ラ･フォンテーヌの同名の寓話を指していると思われる｡
(たかはし　きよのり　専修大学法学部教授)
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